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県内の美容健康関連企業の競争力を強化するため、新機能性表示へ対応できる人材の育成を支援

し、弘前地域研究所に新たに整備された美容・健康実証施設を活用して試験生産等を支援するとと

もに、プロテオグリカン（ＰＧ）の次を担う素材を検索・選定することを目的に、県の委託を受け

て２か年の事業の最終年度として実施した。 

県内のＰＧ配合商品の製造・販売企業等を対象に、本年度は４回の技術習得講座を開催した。増

粘剤（水溶性高分子）と保湿剤、化粧水の試作とテクスチャー評価、肌の保湿評価法、農産物・食

品中の抗酸化能測定法、打錠機を用いたサプリメントの試作と評価等について、講義と実習を行な

った。平成 27 年度に創設した「美と健康機能性研究会」の勉強会を２回開催し、３名の外部講師

が「機能性表示食品制度」に関する最新情報や適正広告、「青森県産の機能性食品素材」について講

演し、青森産技の研究員が「県産機能性素材の探索」、「ＰＧ研究の最新情報」や「企業とタイアッ

プした商品開発」等を紹介した。また、ポストＰＧを狙える新素材候補の探索を目的に、昨年度収

集した各種県産素材の抗酸化能を H-ORAC 法で測定し、抗酸化能が高い有望素材候補を見出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テクスチャー評価実習（化粧品Ⅱ） 「とろみ」化粧水の製造実習（化粧品Ⅰ） 

美容健康分野技術習得講座の実施状況 

グループ発表（健康食品Ⅱ） 錠剤製造（打錠機）実習 


